
（１）              津消防タイムズ 第 １７ 号       平成１９年５月２９日 
 

「津消防タイムズ」は、津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp 消防情報から 

市市民民行行動動要要領領  ((事事前前対対策策編編))  

①①  停停電電にに備備ええてて、、懐懐中中電電灯灯やや携携帯帯ララジジオオななどど、、
新新ししいい電電池池をを準準備備すするる。。  

②②  避避難難にに備備ええてて、、貴貴重重品品ななどどのの非非常常持持出出品品のの準準
備備ををすするる。。  

③③  断断水水のの恐恐れれががあありり、、飲飲料料水水のの確確保保をを忘忘れれなないい。。  

④④  浸浸水水にに備備ええてて、、家家財財道道具具・・食食料料品品・・衣衣服服ななどど、、
生生活活必必需需品品をを安安全全なな場場所所にに移移動動すするる。。  

⑤⑤  外外出出かからら早早くく帰帰宅宅ししてて、、非非常常時時にに備備ええるる。。  

⑥⑥  家家族族でで避避難難場場所所をを事事前前にに確確認認ししてておおくく。。  
家家のの周周りりのの吹吹きき飛飛ばばさされれややすすいいもものの、、流流さされれ

ややすすいいももののはは、、事事前前にに排排除除すするる。。  

市市民民行行動動要要領領  ((避避難難編編))  

①①  ひひもも付付ききのの運運動動靴靴((長長靴靴やや裸裸足足はは禁禁物物))でで避避難難
すするる。。  

②②  道道路路冠冠水水でではは、、溝溝ななどどをを確確認認すするるたためめ、、先先導導
者者はは長長いい棒棒をを杖杖代代わわりりににししてて歩歩くく。。  

③③  水水がが腰腰のの深深ささににななっったたらら、、無無理理ををせせずず高高いいとと
こころろでで救救助助をを待待つつ。。  

④④  子子供供やや高高齢齢者者ににはは浮浮きき袋袋をを持持たたせせるる。。  

⑤⑤  病病人人やや歩歩行行困困難難者者はは背背負負っってて避避難難すするる。。  

⑥⑥  非非常常持持出出品品ななどどははリリュュッッククササッッククななどどをを使使用用
しし、、両両手手はは自自由由ににすするる。。  

⑦⑦  避避難難時時はは、、市市役役所所、、消消防防・・警警察察機機関関ななどどのの指指
示示にに従従うう。。  

⑧⑧  自自動動車車ははももちちろろんん厳厳禁禁、、自自転転車車もも使使用用ししなないい。。  
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地地震震対対策策ももおお忘忘れれななくく!!  
豪豪雨雨災災害害にに備備ええ万万全全なな対対策策をを!!  

一一致致協協力力ししてて積積みみ土土ののうう工工法法をを構構築築すするる女女性性消消防防団団員員  


